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お願いとご注意 

一重要なお知百せ一 


SoftBank 201 K 


はじめに 


このたびは、 SoftBank 201 K をお買い上げいたださ、 
まことにあ0びとラございまず。 

• SoftBank 201 K をご利用の前に、本書をご覧にな 
り、正しくお取り扱いください。 

参本書をご覧いただいたあとは、大切に保管してくだ 
さい。 

参 SoftBank 201 K は、 4G 方式、 3G ち式、 GSM ち式に 
対応してお0ます。 


お買上げ品の確認 


201 K 本巧 



電池パック 
( KYBAB 1) 



AC アダプタ 
( KYCAA 1) 



• 本書の内容の一部でを巧断転載ずることは禁止されておりま 
す。 

• 本書の内宮は将来、予告巧しに変更することがあります。 
•本書の巧客については万全を期してお D ますが、万一ご不審 
な点や記載焉れなどお気づをの点がございました日お問い合 
わせ巧 (P.58) までご連瘡ください。 

• 乱了、落 T はお取り替えいたします。 


microSD メモリカード 
(試供品） 



お願いとごま意 
(本書） 


クイックスタート 



備江書 

(本な、 AC アダプタ) 


• 付属品/その他オプション品につをましては、最寄りのソフ 
トバンクショップまたはお問い合わせ巧 (P.58) までごを宿く 
ださい。 

• 本書では、 201 K 本体を r 本機 J と記載いたしまず。 

• 本書では、 micmSD™ メモリカード/ microSOHC™ メモリ 
力ード/ microSDXC™ メモリカードを、凹降 「SD 力一鬥と 
記載いたします。お買い上げ時、 SD カードは本おに取り付け 
られてし1ます。 
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マナ-とル-ルを刖きをに咖しましょう 


@こんな使いかたはやめましよラ 


本機をご利用になるとさに、誤った使いかたをするとけ 
びや故障の原因とな D ます。 


分解•改造 

分解や巧造をしないでください。 



無理な取り付け 

涅ホパックや AC アグフタ、 USB ケー 
フル(オプション品)をラまく取口付け 
られないとさは、取り付ける向をを確 
かめて < ださい。 



か部接続端モのち胜察止 

か部接続端子に金属などを度!れさはな 
いよラにして < ださい。 



指定品 L ソかの使用 

本機に使用する機器は、当社の指定品 
むかのをのは使用しないで < ださい。 


额 


加熱の禁止 

蛋子レンジなどの加熱調理機器や高圧 
容器に本機や涅ミをバックを入れて加熱 
しないで < ださい。 



運鼠中 

自動車運處中のご使用はを険なたゆ、 
法律で禁止されていまず。車を安全な 
ところに停車させてか5ご使用くださ 
い。 
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^こんな場所では電源を切りまし 


航空機巧 

航空機巧でのご使用は罰はられること 
びあります。本磯の電源をお切 D くだ 
さい。 

機巧で本機び使用でをる場合は、航空 
会社の客室乗務員の指示に巧い適切に 
ご使用ください。 



病院巧 

病院など医療機関び個々に使用禁止、 
持ち込み禁止などの場所を定めている 
場合は、その医療機関の指示に従いま 
しぶラ。 



満員電車など 

巧込み型む陌ぺースメーカおよび植込 
み型除細動器を装着した方び近<にい 
ると、動作に悪影誓をちえることびあ 
D ます。 



映画館•劇場•美術館など 
公共の場所 

静かにすべを公共の場所で本機を使用 
すると、周囲の方への迷惑になります。 



マナーを守るための優利な機能 


マナーモード 

電話がかかってさたとさなどに、着信音を鳴5さずに振 
動でお知5せします。 

簡易留守録 

電話に出5れないとを、相手のメッセージを本機に録音 
します。 


機巧モード 

電源を入れたまま、電波の送受信だけを停止します。 
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安を上のごを意 


•ご使用の前に、この「を全上のごま意」をよくお読みの5 
え、正しくお使いください。また、お読みになったちとは大 
切に保管して < ださい。 

•ここに示したま意事巧は、お使いになる人や、化の人への 
を害、財産への損害を未然に防ぐための内容を記載してい 
ますので、必ずお守りください。 

♦本製品の故障、誤動作または不具合などにより、通話など 
の機会を逸したために、お客様、または第云をび受け6れ 
た損害につをましては、当社は責任を負いかねますのであ 
5かじめご了承 < ださい。 


表示の説明 


次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場 
合に生じるを害や損害の程度を説明していまず。 

内容をよく理稱したうえで本夕をお読みください。 


A ち険 

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死こまた 
は重傷を負うを険び切迫して生じることが想 
定される」内容でず。 

A 警告 

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死こまた 
は重傷を負ラ可能性が想定される」内容でず。 

A 注意 

この表示は、取り扱いを誤った場合、 r 軽傷を 
負ラ可能性が想定される場合および物的損害 ss 
のみの発生が想定される」内容です。 


重傷とは失明、けび、やけど(高ミ豆•ほ溫)、感空、骨巧、中養など 
で後遺症が残るちのおよびミ台療に入院•長期の通院を要ずる 
をのをいラ。 

《2居傷とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが、やけど、 
感覃などをいラ。 

《3物的損害とは、家屋•家なおよび家畜•ベジト等にかかわるお 
大損害を指す。 


給表示の説明 


次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明していま 
ず。巧容をよ < 理解した5えで本文をお読みください。 


0 

Sit 

禁止（してはいけないこと）をおします。 

ims ± 

分辭してはいけないことを示しまず。 


已 


乐止 

水びかかる場所で使用したり、水に霖らしたり 
してはいけないことを示しまず。 

(D 

gn 手 

濡れた手で扱ってはいけないことを示します。 

〇 

坦示 

指示に基づ < 行為の強制(必ず実行していただ 
くこと)を示しまず。 

を 

■* フ5ブ 
巧く 

電源フラグをコンセントから巧いていただくこ 
とを 7 F しまず。 


本機、電池パック、 USIM 力ード、 AC アダプ 
夕、 USB ケーブル(オプション品)、 SD 力一 
ド (試供品) の取り巧いについて (共通） 


A を検 

〇 本おに括用ずる電池 A ’ ック ’AC アダプタ ’USB ケー 
ブルは、ソフトバンクび指定したをのを馆用してくだ 
* さい。 

指定品切がのものを使用した場合は、電池パックの漏 
液•発熱•破餐•発义や、 AC アダフタ ’USB ケーブルの 
発熱•発义•故障などの原因となります。 

/分解•巧造 ’ A ンダ付けなどお客様による修理ちしな 
黨ぃでくださぃ。 

乂が•けが•感電などの事故または巧障の原因となり 
まず。また、電池パックの漏巧•発熱•破裂•発乂などの 
原因となりまず。本おの改造は電波法違反となり、罰 
則の巧象となりまず。 

0 高ミ届になる場所(义のそば、暖房器具のそば、直射曰光 
の当たる場所、が天下の車内など）で充電•使用•が置 
しないでくだをい。また、暖かい場所や薪のこをりや 
ずい場所(こたつや電気毛巧の中、携帯カイ□のそば 
のポケット巧など）においてを同様のを侯びあります 
ので、巧電•が置•巧用•携帯しないでください。 

機器の変お•故障や電おパックの漏液•発熱•発乂 •破 
裂の原因となりまず。また、ケースの一部び熱くなり、 
やけどなどの原因となることがあります。 


已 























0 本おに電池パックを取り付けたり、 AC アダプタ’ 
USB ケープルを毎続する隐、5まく取り付けや接続 
がでをないときは、無理に巧わないでください。 

電池パックや端子の向きをおかめてから、取り付けや 
接続を巧って < ださい。電池パックを漏液•発熱•破 
裂•発火させるなどの原因となりまず。 

A 警告 

(〇本機•電あバック ’AC アダプタ ’USB ケープルを、加 
V熱調巧機器(電子レンジなど）•高店容器(氏力塞など） 
の中に入れたり、電磁調理器 (IH 調巧器)の上に有いた 
りしな L、 で < ださい。 

電おパックの漏液•発熱•破餐•発义や、本機 ’AC アダ 
プタ ‘USB ケーブルの発熱•発煙•発乂 •故障などの原 
因とな D ます。 

〇 プロパンガス、ガソリンなどの引义性ガスやが塵の発 
生ずる場所(ガソリンスタンドなど)では、必ず事前に 
本糖の電源をお切りください。また、巧電をしないで 
<ださい。 

ガスに引义する恐れがあります。ガソリンスタンド構 
巧などでおサイフケータイ®S^応携帯電話をご利用に 
なる際は、電源を切った状態で使用してください。（お 
サイフケータイ □ ックが設定されている場合は、□ッ 
クを解除した上で電源をお切りください。） 

(〇落としたり、巧げたりして、おい衝撃をちえないでく 
Vだをぃ。 

電池パックの漏巧•発熱•破装•発乂や乂巧•感電•故障 
_などの原因となります。_ 

A 巧用中、巧電や、保管時に、異音•発煙•異臭など、ちま 
^でと異なることに気づいたとまは、次の作業を巧って 
<ださい。 

1. コンセントから AC アダフタを持ってフラグを巧 
いて < ださい。 

2. 本機の電源を切ってください。 

3. やけどやけがにま意して、電おパックを取りがし 
て < ださい。 

異常な状態のまま使用ずると、火災や感電などの原因 
とな D ます。 
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0 



0 



0 


0 



〇 

輸 


〇 

瓶 


本傑が濡れているが態で充電しないで < だをい。 

感電や電モ回路のショートなどによる故障•乂災の原 
因となりまず。水濡れのとをの充電による故障は、保 
班の巧象がとなり修理びでをません。 

本機は巧水性能を有ずる機種でずび、万一、水などの 
液巧びか部援続端子キャップ、イヤホン端モキャッ 
ス電おカバーなどか6本体内部に入った場さには、 
使用をおやめ<ださい。 

そのまま使用ずると、発熱•発火•故障の原因となりま 

_£a _ 

3.5mm イヤホン端子やか部ち爲端子に水やペットの 
尿などの巧な:や導電性異物(紐筆のなや金属片、金属製 
のネックレス、ヘアピンなど)びがれないよラにして< 
ださい。また巧部に入れないよ5にして < ださい。 
ショートによる义がや故障などの原因となります。 



ぐ6ついた台の上や煩いた巧など、不ま定な場所に置 
かないで < ださし、。 

這下して、けがや故障などの原因となりまず。パイブ 
レータ設定中や充電中は、特にごま意ください。 

外部か百電源び供給されているげ態の本お•電ミ也パッ 
ク ’AC アダプタ ’US 日ケーブルに長時間がれないでく 
ださい。 

ほ温やけどの原因となりまず。 

腐食性の襄品のそばや腐食性ガスの発ちずる場所に 
置かないで<ださい。 

故障による内部データの消失の原因となります。 
湿気のをい場所で使用しないで< ださい。 

身に着けている場合は汗による湿気び巧障の原因とな 
る場合があります。水漏れや湿気による故障と判明し 
た場合は巧証の対象外となり、 f 雜びできません。 

乳幼巧の手の届かない場所やペットびがれない場所 
に保管して < ださい。 

誤って飲み込んだり、けがなどの原因となりまず。 
子供が使用する場合は、巧雲ちび旧り巧い方まを巧え 
てください。使用中においても、指示どおりに使用し 
ているかをごミを意 < ださし、。 

けがなどの原因となりまず。 
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電おルックの取り扱いについて 


電地バックのラベルに記載されている表示により、電池の種 
類を確認した上で、ご利用•処分をしてくだをい。 


表示 

電池の種類 

Li-ionOO 

リチウムイオン電池 


A を険 


0 電池バックの （+) と（一）をシヨートさせないでくだ 
さい。 

破裂•発义•発熱の原因となります。 

(〇電池パックを本おに径続ずるとをは、 （+)( —）を逆に 
Vしないで < ださし、。 

破裂•発义•発熱の原因となりまず。また、ラまく接続 
でさないとさはお巧せず接続部を十分にご確認くだ 
さい。 

/〇义の中に巧下しないで<ださい。 

V電池パックを焉お•破裂•発乂させるなどの原因とな 
0ます。 

(〇幻を剌したり、 A ンマーでたたいたり、蹈みつけたり、 
V強い衝孽をちえないでください。 

電池パックを漏巧•発熱•破裂•発义させるなどの原因 
とな D まず。 

電池パックの端子に、針をなどの金属類を按瞄させな 
Vいで< ださい。また、導電性異物(掛筆のなや金属片、 
金属製のネックレス、ヘアピンなど）と一緒に電池 
バックを持ち星んだり巧营したりしないでください。 

電池パックを漏巧•発熱•破裂•発义させるなどの原因 
_とな0まず。 

〇 電池パック巧部の巧びおの中に入つたとをは、こず5 
ず、ずぐにをれいな水で洗い流し、ただちに医師の診 
察をまけて < ださい。 

失明などの原因となります。 

® 濡れた手での使用は紀巧にしないでくだをい。 

発熱•感電•乂が•巧障などの原因となります。 
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A 警告 

# 電あ A‘ ックは防水性能を有しておりません。 

電池パックを水や海水、ペットの尿などで濡らさない 
でください。また濡れた電池パックは充電しないでく 
ださい。電池パックが濡れると発熱•破損•発乂の原因 
となります。 

A 電おバック内部の巧びち膚やを服に讨是した場合は、 
^ただちに本辖の使用をやめ、きれいな水で洗い流して 
<ださし、。 

皮唐に傷害を起こすなどの原因とな D ます。 

A 所定の巧電時間を超えてち巧電ぴ完了しない場さは、 
~充電を仙:してくだをぃ。 

電池パックを漏液•発熱•破装•発火させるなどの原因 
となります。 

〇 電おバックの使用や•巧電中•巧管時に、異臭•発熱•巧 
色•をおなど、今までと異なることに気づいたとまは、 
やけどやけがにま意して電ミせバックを取り巧し、を6 
に义気か S 遠ざけてくだをい。 

異常な状態のまま使用ずると、電池パックを漏液•発 
熱•破装•発义させるなどの原因となります。 

A ぺットが電池バックに跑みつかないよラご注意くだ 
~さい。また、ぺットび晒みつし、た電池バックは使用し 
ないで < ださい。 

電池パックの漏巧•発熱•破裂•発火や機器の故障•义 
災の原因とな D ます。 

A を意 

0 不要になつた電ミ也 K ックは、一般のゴミと一緒に捨て 
ないで < ださい。 

端子にテープなどをおり、個別回収に出ずか、最雪り 
の「ソフトバンクショッフ」へお持ちくださし、。電池を 
分別している市町村では、その規則に従って処理して 
ください。 

0 愛かックにきき巧けてあるシールをはびさなし巧くだをし、。 

_故障の原因となります。 

/C^ 電あバックの取0巧け/巧0巧しの隐に無理な力を 
ぶ 加えたり、無巧に巧入しないでくだをい。 

電池パックまたは電池カバーび破損ずるなどし、けび 
の原因となります。 
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本機の取 0 扱いについて 


A を険 

A 垣話•メール•撮影•ゲーム•インターネツトなどをずると 
™ まや、ワン七グを視晤したり、音楽を昭くとをは周囲のま 
をを確認して<ださい。 

を全を確認せずに使用すると、転倒•交通事故の原因 
> となりまず。 _ ~ 

A イヤホンを使用ずるとさは音量にごを意ください。 

^周囲の音が聞こえにくいと、事故の原因となります。 

A 警告 

(〇本機は完全防水ではありません。 

V下記1〜4およぴ「防水性能について」 （P.30) に記載 
されている内容を守らずにご使用になると、発乂 •発 
熱•傷害•感電•巧障の原因となりまず。 

1. 水中で使用(キー操作を含む)しないでください。 

2. 常温の真水•水道水けがの巧体に浸けないでくださし、。 

3. 規定 (IPX 已 ’ipxywp.so) を超える強い水流を当 
てたり、水中に長時間なめたりしないでください。 

4. 砂浜などの上に置かないでください。 < 

自動車イク、自起車などの乗り物の運お中には使 

V用しないで<ださい。 

交通事故の原因となります。乗り物を運転しながら携 
帯電話を使用することは、法律で禁止されており、罰 
則の巧象となりまず。 

運転者び使巧する場合は、な停車び禁止されていない 
安全な場所に止めてからご使用ください。 

A 高精度な制御やがおな信号を取り扱5電モおおの近 
^ <では、本傑の電源を切つてください。 

電子機器び誤動作ずるなどの影響を与える場をがありまず。 
※ごま意いただをたい電子機器の例 
補聴器•植込み型む腹ペースメーカ • 植込み型除細動 
器•その他の医用電気機器•乂災巧知器 • 自動ドア•そ 
の他の自動制御機器など 


A 本おのディスプレイ部には強化ガラスを使用していま 
~す。落下等の窗擊や無理な力を加又ると、巧指ずる巧れ 
びありますので、万一、破指してしまった場合は、破信箇 
巧へは手やちなどの身化の一部を助!れないでください。 
けがの原因とな D まず。万一、破損してしまった場合は 
そのまま使用せず、ソフトバンクシヨッフちし<はお 
問い合わせ先 (P. 己 8) までご連経ください。 

A 本おの電波により星航の奇をにま障ををたず巧れび 
^ちるため、麻空傍巧では電源をお切0<ださい。 

機巧で携帯電話び使用でをる場合は、航空会なの指示 
に従い適切にご使用ください。 

A ワンセグ巧昭時 W がではワンセグ用アンテナち収納 
~してくださぃ。 

ワンセグ用アンテナを引を出したままで通話などを 
すると顔などにあたり思わめけびの原因となります。 

〇 む瞄の弱し、方は、着信時のバイブレーン ヨン (振動)や 
着信音量の設定にミち意して < ださい。 

む腸に影響をちえる恐れがちります。 

A 屋外で使用中に雷び鳴りだした6、ただちに電源を 
^切って屋巧などのまをな場所に移動してください。 

這雷や感電の原因とな0まず。 

/〇ホ外線ポートを目に向けてを信しないでください。 

V目に影響を与える可能性がありまず。 

0 ライトの発光部を人の目におづけて点灯発光させな 
いでください。また、ライト点な時は発光部を直視し 
ないよ5にしてくだをい。同樣にライトを他の人の目 
に向けて点なさせないでください。 

視力ほ下などの傷害を起こず原因となります。特に乳か巧 
に巧して至離で撮影しないでくだをい。また、目びくら 
んだ D、 萬いた0してけびなどの事故の原因とな D ます。 
^本辖が巧慎し、または本が内部び雷出した場さ、破慢 
ぶ 部および露出部に手をがれないでください。 

感電したり、けがをずることがありまず。そのまま使 
用せずソフトバンクシヨッフちしくはお問い合わせ 
先 (P. 己 8) までご連絡ください。 
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(O 暗い部屋で、画面の強い光や光の点斑ち見つめないで 

V <ださい。 

強い光の刺激を受けたり点滅を繰り返す画面を見て 
いると、ごくまれに、筋肉のけいれんや意識の喪失な 
どの症状を起こす人びいまず。こ5した経験のある方 
は、事前に必ず医師と相談してください。 

(〇カメラのレンスに直射曰光などを長時間当てないで 

V <ださい。 

レンズの集光作用により、発义•义災の原因となります。 
A 通常は外部泻続端モキヤップ、イヤホン端テキヤッ 
^プ、電池カバーなどをはめたが態で任用してくださ 
い。 

キヤッフ類をはめずに使用していると、ほこり•水な 
どが入り感電や電子回路のショートによる故障の原 
因とな D ます。 


A ま意 

® 巧造された本傑は組巧に巧用しないでください。 

改造された機器を使用した場合は電波まに}ま独します。 
本おは、電波法に基づ<特定無線設備の技術基準適合 
話巧などを受けており、その窗として、 r 巧適マーク 
奠」び本機の銘板シールに表示されております。 

本機のネジを$4して内部の改造を行った場合、技術基準 
適合西明などが無効となります。技術基準適合証明など 
が無効となった状態で使用ずると、電波法に巧晒します 
ので、絶対に使巧されないようにお願いいたします。 
A ま話□部•スピーカー部のの着物にご注意くだをい。 
^受話□部•スピーカー部には磁石を使用しているた 
め、画おやピン•カッターの巧、ホチキスかなどの金属 
び付着し、思わめけがをすることがあります。ご使用 
の際、受話□部•スピーカー部に異物がないか化ず確 
かめてくださレ。 _ _ 

(〇車両電モお器に影醬をちえる場合は使用しないでく 
ぶださい。 

本機を自動車巧で使用ずると、車種によ0まれに車両 
電子機器に影響をちえ、ま全走行を損なラ恐れがあり 
ます。 
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A 本機の®用により、を虐に異常が生じた場合は、ただち 
^に使用をやめて医師の診察を受けて<ださい。 

本機では材料として金属などを使用しています。お客 
様の体質や巧:調によっては、かゆみ • かぶれ • 湿疹など 
び生じることがちりまず。(使用材料: P. 己 6) 

(〇本儀に度気力ードなどを近づけた0しなし>で<ださい。 
キャッシュカード•クレジットカード•テレホンカー 
ド•フ□ッピーディスクなどの磁気データが消えてし 
まラことがあります。 

^ストラップなどを待って本おをふ0回さないでくだ 

ぶさぃ。 

本人や周囲の人に当ったり、ストラップが切れたりして、 
けがなどの事故や故厚および破損の原因となりまず。 
A 本儀を長時間ご使用になる場さ、特に高溫房境では薪 
^ <なることびち0まずので、ごを意<ださし、。 

長時間肌にふれたまま使用していると、■(民温やけどに 
なる恐れがあります。 

〇 ワンセグをお巧ずるときは、十分明るい場所で、画面 
か6ちる程度の距離を空けてご使用<ださい。 

視力低下につなびる可能性があります。 

A イヤホンを使用ずるとをは音量に気をつけてください。 
~長時間使用して難聴になったり、突然大きな音が出て 
写をいためたりする原因となります。 

〇 本機は、周囲温度5で〜3已它（ただし、36で〜40でで 
ちれば一時的な利用は巧能です。）、湿度35%〜90% 
の範囲で使用してください。 

範囲を超える極端に暑い場所や寒い場所での使用によ 
る故障と判明した場合は保証による修理までをません。 

A ディスプレイ部の巧護シートははびしてか6ご馆用 
~ くださぃ。 

貼ったまま使用ずるとけがの原因となります。また、 
はびずとさも指などを切らないよ5ごま意ください。 
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USIM 力ード、 SD 力ード(試供品)の取り扱 
し1について 


A ま意 


0 USIM カードを巧ったり、巧げたり、重いをのを載せ 
たりしなし1で< ださし、。 

故障の原因となります。 


(〇 USIM 力ードのに(金属）部分に不用意に触れたり、 
Vショートさせた0しないで<ださい。 

データのミ肖失や故障の原因となります。 


(〇 USIM 力ードのに(金属)部分を傷つけないでくだをい。 
V故障の原因となりまず。 




USIM カードを濡6さないでください。 

故障の原因となります。 


SD 力ードの巧り付けの際、急に指を離したりせず、指 
V定の方向に最をまで巧し込んで<ださい。 


(〇 SD 力ードの取りかし、および取りけけを巧う隐は、が 
Vず本辖の電源を切つたげ態で巧つてくだをい。 

故障 • 内部データ消失の原因となります。 




SD カードを挿入が態か6、無理に引を巧かないで< 
ださい。 

故障•巧部データ消失の原因となります。 


SD 力ードは、指定品 W 巧を语用しないでください。 

V故障•巧部データ消失の原因となります。 


AC アダプタ、 USB ケースレ(オプション品) 
の取り扱いについて 


A 警告二 

0 巧電中は、巧や布団でおおったり、包んだ0しないで 
<ださい。 

熱がこちって义災や故障などの原因とな0まず。 

(〇指定 U がの電源•電店で使用しないで<ださい。 

V指定切がの電源•電圧で使用すると、火災や故障など 
の原因とな0まず。 

AC アダフタ: AC 10 0V 〜 24 0V 

(家庭用交流 AC コンセント專用） 

また、あ外旅行用として、市販されてし巧「変圧器」は使用 
しないで < ださい。义が•感電•故障の原因とな0ます。 


15 


C 長時間使用しない場合は、 AC アダプタを待ってプラ 
,グをコンセントか6巧いてください。 

* が感電.乂巧.巧障の原因となりまず。 _ 

か 電源プラグはコンセントの根元までお実に差し込ん 
~でください。 

差し込みが不完全な場合、発乂 •义災•発熱•感電の原 
因となります。 



AC アダプタ ’US 日ケーブルは防水性能をちしており 
ません。 

水やペットの尿など液体がかか6ない場巧で使用し 


てください。発熱•発义•乂が•感電•ショートの原因と 
なります。万一、巧体がかかつてしまつた場合にはた 
だちに電源フラグをコンセントか5抜いてください。 


C 万一、水ゃぺットの尿などの巧体が入った場さは、た 
，だちに AC アダプタを持ってプラグをコンセントか S 
•地た 巧いて< ださい。 

感電•発煙•乂巧の原因となります。 


〇 プラグにほこりびついたとまは、 AC アダプタを待つ 
てプラグをコンセントか S 巧を、乾いた巧などで巧を 
取って < ださい。 

义災の原因とな0ます。 


O AC アダプタをコンセントに差し込むときは、 AC ア 
ダブタのプラグや端テに導電性異物(鈴筆のなや金属 
片、金属製のネックレス、ヘアピンなど)び触れないよ 
ラにま意して、巧実に善し込んでください。 

感電•ショート•乂がなどの原因とな D ます。 


® 濡れた手で AC アダプタ ’USB ケーブルのプラグち巧 
.を善ししないで < ださい。 

感電や故障などの原因となりまず。 


/〇雷び鳴り出した6、 AC アダプタ ’USB ケープルには 
V的れないで < ださい。 

感電などの原因となります。 


® 風呂場など湿気のをい場所では、紹細こ使用しないで 
J <ださい。 

感電や故障の原因となりまず。 



濡れた電池バックを巧電しないで<ださい。 
感電や故障の原因となりまず。 
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(O コンセントや配線器具の定宿ち超える®いかたはし 
Vないで < ださい。 

たこ足配線などで定格を超えると、発义•乂ぷ•発熱の 
_原因となります。_ — __ _ _ 

(〇ケーブルを傷つけたり、加工したり、ねじったり、引っ 
V張ったり、重いをのを載せたり、まねたまま使用した 
りしないでください。また、傷んだケーブルは使用し 
ないで < ださし、 

発火•乂災•感電•ショートの原因となります。 

A AC アダプタ ’USB ケーブルち本機に接続ずるとを 
~は、必ずプラグ部分を持ってまっすぐ善し込んでくだ 
さい。また、取り巧ずとをもおずプラグ部分を持って 
巧いて < ださい。 

ケーブルを引っ張るとケープルが損傷し、発乂 •义災 • 
感電の原因となります。 

A ま意 

C お手入れの際は、コンセントか日、化ず AC アダプタを 
ヴ 待ってプラグを巧いてください。 

感電などの原因となります。 

A AC アダプタをコンセントか 6 巧くとまは、ケーブル 
~を引っ張6ず、 AC アダプタを待ってプラグを巧いて 
<ださい。 

ケーブルを引っ張るとケーブルが傷つき、感電や乂災 
などの原因となります。 ~ 

AC アダプタをコンセントに接続しているときは、引っ 
V巧けるなど強い衝雲をちえないでください。 

けがや巧障の原因となりまず。 
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医用電気機器近<での取0巧いについて 


ここで記載している内容は、「医用電気機器への電波の影響 
を防止ずるための携帯電話端末等の使用に関ずる指針」（平 
成 g 年 3 月不要電波問題対策協議会[現電波環境協議会])に 
準拠し、また「電波の医用機器等への影響に関ずる調査研究 
報告書 J (平成 17 年 3 月「な団法人電波産業会」)の内容を参考 
にしたちのです。 

I A 警告 

© 植込み型む瞄ペースメーカおよび植込み型お細動器 
を装着されている場さは、ぺースメーカ等の装着部位 
か 522 cmLU 上静して携行および使用して < だをい。 
電波により植込み型む瞬ペースメーカおよび巧込み 
型除細動器の作動に影響をちえる場合があります。 
A 自宅療養など医療お関のかで、値込み型也瞄ペース 
^ メーカおよび値込みお除細動器む外の医用電気傑お 
を使用をれる場台には、電液による影響にごいて個別 
に医用電気機器メーカなどに巧誘してくだをい。 
電波により医用電気機器の作動に影響をちえる場合 
があります。 

© 医療お関などでは、 W 下を巧って < ださい。本おの電 
波により医用電気お器に影醬をなぼず巧れびちりま 

" す。 

•手術室•集中治療室(に U) •冠状動脈疾患監視病室 
に CU) には、本機を持ち込まないでください。 

-病棟巧では、本機の電源を切って < ださい。 

-□ビーなど、携帯電話の使巧を許可された場所で 
あっても、近くに医用電気機器があるときは本機の 
電源を切って<ださい。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場 
所を定めている場合は、その医療機関の指示に従っ 
__てください。 _ 

A 满員電車などの混雜した場所にいるときは、本傑の電 
~源を切ってくださし、。付近に植込み型む瞄ぺースメー 
力および植込み型除細動器を装着されている方びい 
る可能性びありまず。 

電波によ D、 植込み型む瞄ペースメーカおよぴ植込み 
型除細動器が誤動作ずるなどの影響を与える場合び 
ありまず。 
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お願いとごを意 


性能を十分に発揮でさるよラにお守りいただきたい事巧で 

ず。よくお読みになって、正しくご使用ください。 

Wil に IR ‘牙 

♦本機に登録された電話帳/メール/音楽/静止画/動画 
などの巧容は、事故や故障/修理、その他取り扱いによっ 
ては変化、消失ずる場合がちります。大切な内容は控えを 
お取りください。万一変化、消失した場合の損害およぴあ 
失利巧につをましては、当社では一切の責任を負いかねま 
すので、あらかじめご了承 < ださい。 

参ほこ0やお動のをい場所では使用しないで < ださい。 

参一般電話/テレビ/ラジオなどをお使いになっている近 
くで使用すると影響を与える場合びあ0ますので、なるベ 
く離れてご使用ください。 

♦通話中、インターネット利用中、メールなどの利用中や巧 
電中など、ご使用状況によっては本機、 USIM カードが温か 
くなることがありまずが異常ではおりません。 

参初めてご使用になるときや、長時間使用しなかったとを 
は、ご使用前に充電してください成電中、電池パックが温 
かくなることがありまずが異常ではありません)。 

鲁電地パックは、ご使用条件によ0寿命が近づ < につれて膨 
れる場合があります。これはリチウムイオン電池の特性で 
あり、を全上の問題はちりません。 

参本体(電池パックを取りがした面）に化ってある裝造ま号 
の印刷されたシールはお客様のソフトバンク携帯電話び 
電波法および電気通信事業法により許可されたちのであ 
ることを证明ずるちのですので、はがさなし)でください。 

鲁本機に保存されたメールやダウン□ードしたデータ(有料/ 
無料は問わない）などは、機種変更/故障修理などによる 
ソフトバンク携帯電話の交換の際に引を継ぐことはでを 
ませんので、ちらかじめご了承 < ださい。 

参公共の場でご使用の際は、周りの方の迷惑にならないよラ 
ごま意くださし、。 

•偏光サングラスなどをかけた状態でディスフレイを見る 
と、角度によっては暗く見えたり、歪んで見えたりずるこ 
とがちりまずのでごま意くださし、。 

参受話音声をお聞きになるとをは、受話□が耳の中央にあた 
るようにしてお使いください。受話□(音声巧)がち周囲に 
ふさがれて音声が聞をづら < なる場合があ0ます。 

参データを再生中に無理なキー操作を行ラと、データが停止 
するなど通常と異なる動をする場合びあります。 

参周囲の明るさは明るさセンサーで感知していまず。指など 
1。で覆わないようにごま意ください。 


•静止画撮影で静止画撮影画面を長時間連続して表示し続 
けた場合や、動画撮影、ブラウザなどを繰り返し長時間連 
続作動させた場合、本機の一部び温か < なり、長時間おち 
に接軸すると低温やけどの原因となる場合びありますの 
で、ごま意くドホし、 

♦操作方法や使用環境によっては、本機の内部温度が高くな 
り熱くなることがちりまず。その際にはを全のため、充電 
等一部機能が停止ずる場合があります。また、内部；届度び 
高い状態のまま使用し続けると、電源が切れますのでごま 
意ください。 

•長時間お使いになった後、取りかした SD カードが溫かく 
なっている場合がちりまずが巧障ではちりません。 

•静電気や電気的ノイズの発生しやすい場巧での SD カード 
の使用や保管は避けてください。 

参 S □カードに保存したデータは、パソコンや化のメディア 
(FD’MO‘CD-R/W など）にバックアッフしてくださし、。 
S □カードの破損などにより、保存したデータが消失した 
ことによる損害について、当なでは一切の責任を負いかね 
ますのでちらかじめご了承 < ださし)。 

•本機で画面□ック解除用の円 N/A’ スワードを設定した場 
合は、お忘れにな6ないよ5ごま意 < ださい。お忘れになっ 
た場合は、最寄りのソフトバンクショッフにて所定の手続を 
が必要となります。その際、お客様び登録/設定した内容が 
消失しますのでご了承ください。 

•本機では、 Goo 留 e び提供ずる 「Google 円 ayTwj 上より、さま 
ざまなアプリケーションのインストールが可能です。お客様 
ご自身でインストールされるこれらのアフリケーションの 
内容(品質、信頼性、合法性、目的適合性、情報の真実性、正確 
性など)およびそれに起因ずるずベての不具合(ウイルス等） 
につをまして、当なは一切の保証を致しかねまず。 

•本機は発着信規制非対応となります。 

む前お使いの携帯電話で発着信規制を設定されたまま、本 
機に機種変更を行った場合、発着信規制の解除び必要とな 
ります (P. 己2)。また、交換機用暗疆番号の入力を3回続け 
て間違えると、発着信規制の解除ができなくなりまず。そ 
の際は、お問い合わせ先 (P. 已 8) までご連絡 < ださい。 


お巧り巧いについて 


•無理な力がかかると、ディスフレイや内部の基板などが破 
損し故障の原因となりまずので、ズボンやスカートのポ 
ケットに入れたまま座ったり、カバンの中で重いものの下 
になったりしないよ5、ごま意くださし、外部に損傷がな 
くても保証の対象外となります。 な 







鲁極端な高温•ほ温•を湿はおおけください(周囲温度 5 で〜 
3己に、湿度3己％〜8己％の轟囲のでご使用ください)。 

- AC アダプタ - USB ケーブル(オフシヨン品） 

•極端な高温•ほ溫•を湿はおおけください。周囲温度5で〜 
3己で（ただし、36で〜40でであれば一時的な利用は可 
能です。）、湿度3己％〜90%の轟囲巧でご使用ください。 
-2CnK 本体 -電おパック 

参外部接続端テ‘3.已 mm イヤホン端子をときどき乾いた綿 
棒などで掃除してください。巧れていると接軸不良の原因 
となる場合があります。また、このとを強い力を加えて端 
子部を変お、傷つけないようにごま意ください。 

参巧れた場合は柔らかい布で乾拭をして < ださい。ベンジン/ 
シンナー/アルコール/洗剤などを用いるとが装や文字 
が変質する恐れがあ D ますので、使用しないでください。 

参本機はアンテナ部に印刷タイフのアンテナを用いていま 
す。 m や銳利な物で引っかくとパターンは切断されて性能 
が出せな<な0ます。 

•電池パックの取り外しは、電源を切り、 M® び消えたことをお 
認してから行ってください。電源を切らずに電池パックを取り 
がすと、保存されたデータが変化•消失する巧れがちりまず。 

鲁電お A‘ ックのシールを剥がさなレで< ださし、。 

参夏期、閉めをった車内に放置するなど極端な高温やお温環 
境では、電ミせパックの容置がお下し利用でをる時間び短く 
なりまず。また、電おバックの寿命ち短くなりまず。できる 
だけ常温でお使い < ださい。 

♦長期間使用しない場合には、本体から電油パックを取りがし、 
電おイ f ックケースに入れて高温を湿を遽けて保菅してくださ 
い馆池パックケースは予偏電池パックけフシヨン品)に付 
属しています)。ただし、長期間充電をしない場合、本機巧の 
データが消失ずることがち0ますのでごま意ください。 

参電おバックには寿命があります。充電しても機能が回復し 
ない場合や膨らみび発生している場合は寿命でずので、指 
定の新しい電池パックをご購入ください。なお、寿命は使 
巧状態により異なります。 

参電おパックを普通のゴミと一緒に捨てない 
でください。環境保護と資源の有効利用を 
はかるため、不要となった電池パックの回 
収にご協力ください。ソフトバンクシヨッ Li-innOO 
フなどでご使用済み電池パックの回収を 
行っております。 
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•本おで使用しているディスフレイは、巧常に高度な技術で 
作られていまずが、一部に点打しないドット(点)または、 
常時点巧ずるドットが巧在ずる場合があります。故障では 
ありませんので、あらかじめご了承< ださい。 

•強く巧す、たたくなど、故意に強い衝撃をディスフレイに 
ちえないでください。傷の発生や、破損の原因となること 
びあります。 

•本機のディスプレイ部には透明度の高いガラス素材(強化 
ガラス)を使巧しているため、表面に曇りや手あか、ほこり 
などによる巧れが目立つ場合がちりまず。その際は、乾い 
た柔5かい布などでなき取ってください。 

•ディスフレイやカメラレンズを硬いちのでこずったりし 
て傷つけないよラごミ主意ください。 

•ポケットおよびカバンなどに収納するときは、ディスフレ 
イが金属などの硬い部巧にあたらないようにしてくださ 
し、。また、金属などの硬い部巧がディスフレイに軸れるス 
トラッフは、傷の発生や破損の原因となることがあります 
のでごま意ください。 

•寒い屋外から急に暖かい室のに移動した場合や、湿度の高 
い場所で使用された場合、本機巧に水滴が巧くことがちり 
ます(結露といいます)。このような条件下での使用は故障 
の原因とな0まずのでごを意ください。 

•エアコンの吹き出し□などの近くに置かないでください。 
急激な温度変化により結露すると、巧部が腐食しな障の原 
因とな D まず。 

•強力な磁石を近づけると故障の原因となる場合がありま 
すので、ごま意 < ださい。 

•落下などにより本おの窒装表面に傷を巧けないよラにご 
ま意ください。水等の付着が続くと塗装表面び剥がれる場 
合があります。 

•本おのディスフレイは、屋外や堂光のの下などの明るい場 
所では見えにくい場合がありますが、故障ではありません。 

参 USIM 力ードは、ソフトノ（ンクからお客様にお貸し出ししたも 
のになります。紛失•破損の場合は、有償巧となりますので、 
ごま意ください。なお、故障と思われる場合、經誰•紛失の場合 
は、ソフトバンクシヨッフもしくはお問い合わせ先 (P 占 8) ま 
でお問い合わせください。また、解約などで不要になった 
USIM 力ードはソフトバンクシヨップまでち婿ちくださし、。 

•USIM 力ードの取りがし、および取り付け時には、必要 LU 上 
に力を入れないよラにしてください。 
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参他のにカードリーダー/ライターなどに、 USIM カードを 
取り巧けて故障した場合は、お客様の責任となりますので 
ごま意ください。 

♦USIM カードのに(金属)部分はいつもされいな状態でご 
使用 < ださい。 

♦USIM カードにラベルなどを化り巧けないでください。 

参 USIM カードを分お•改造しないでください。データのミ肖 
失•故障の原因となりまず。 

♦SD カードは正しく取り巧けてくださし、正しく取り付け 
5れていないと S □カードを利用することができません。 

♦SD 力ードの端子面に诞れたり、水に濡らしたり、巧したり 
しないでください。 

♦SD カードを曲げたり、巧ったりしないでください。 

♦使用しなくなった SD カードを破棄ずる場合、保存内容び 
流出ずる恐れがありまずので、保存内容を消去ずるだけで 
なく、物巧的に SD カードを破壊した上で処分ずることを 
おずすめします。 

参ご使用にならないときは、 AC アダプタの電源プラグをコ 
ンセントからがしてください。 

参 AC アダプタのケーブルをプラグに巻をつけないでくださ 
し、。感電•発火•义がの原因となります。 


カメラ機能について 


参カメラのレンズに直射日光びあたる状態で放置しないで 
ください。素子の退色•焼付けを起こすことがあります。 

鲁本機を暖かい場所に長時間置いていて画像を撮影したり、 
保存したりしたとをは画像が劣化ずることがあります。 

参カメラは非常に精密な部品から構成されており、中には常 
時明るく見える画素や暗く見える画素ちあります。また、 
巧常に暗い場所での撮影では、青い点、赤い点、白い点など 
が出まずのでご了承<ださい。 

♦堂光打照明の室巧で撮影ずる場合、堂光好のフリッカー 
(人の目では感じられない、ごく微妙なちらつさ)を感知し 
てしまい、画面にうすい稿模様が出る場合がありますが、 
故障ではちりません。 

•カメラ起動時など、カメラ動作中に微かな連続音が聞こえ 
る場合びち0ますが、機器の内部部品の動作音で異常では 
ちりません。 

•静止画撮影で静止画撮影画面を長時間連続して表示し統 
けた場合や、動画撮影を繰り返し長時間連続動作させた場 
合、本体の一部分が温かくなり、長時間軸れているとほミ豆 
やけどの原因となる場合がありまずのでごミ主意ください。 
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参ご使用の除は、一!投的なモラルをお守りのラえご使用ください。 

•お客様が本機のカメラ機能を利用してと巧に著しく迷惑 
をかける不良行為などを行った場合、法律や条例/迷惑防 
止条例などに従って罰せられることがちりまず。 

•大切な撮影(結婚式など）をずるとさは、試し撮りをし、画 
像を再生して正しく撮影されているか、聞を取りやずく音 
声が録音されているかご確認ください。 

•巧障•修理•その他の取り扱いにより、撮影した画像データ 
a ソ下「データ」といいます）が変化または消失することが 
あります。この場合当社は、変化または消失したデータの 
修復や、データの変化または消失により生じた損害、逸失 
利なについて一切の責任を負いません。 

参カメラ機能を使用して、撮影び許可されていない場所や書 
店などで情報の記録を行5ことはやめてください。 


音楽/動画/ワンセグ機能について 


♦自動車や原動機付自転車、自転車などの運乾中は、音楽や 
動画およびワンセグを視聴しないでください。自動車•原 
動機巧自転車運転中の携帯電話の使用は法律で禁止され 
ていまず（自乾車運乾中の使用ち法律などで罰せられる場 
合びあります)。また、歩行中でち固囲の交通に十分ごま意 
ください。周囲の音が聞こえにくく、表示に気を取られ交 
通事故の原因となります。特に踏切、駅のホームや横断歩 
道ではご注意ください。 

•耳を刺激するような大をな音量で長時間続けて聴くと、聴力 
に悪し、影響をちえる場合びありまずのでごま意くださし、。 

参電車の中など周囲に人び いる 場合には、イヤホンなどから 
の音漏れにごま意ください。 


緊急速報メールについて 


♦お買い上げ時、受信設定は「利用ずる」に設定されていまず。 
•受信時には、マナーモードでおってち舊告音び鳴動します。 
•通話中、通信中および電波状態が悪い場合は受信できません。 
•お客様のご利用環境•状況によっては、お客様の現在地と 
異なるエリアに関ずる情報が受信される場合、または受信 
でさない場合がちります。 

♦受信設定を r 利用する」にしている場合は、待受時間び短く 
なることがありまず。 

•当社は情報の内容、受信タイミング、情報を受信または受信 
でをなかったことに起因した事故を含め、本サービスに関 
連して発生した損害については、一切責任を負し、ません。 
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FeNCa リーダー/ライターについて 


参 Fel に all - ダー/ライター機能は日本困巧で使用してく 
ださし)。 

FeliCaU -ダー/ライター機能は日本困巧での無線規格 
に準拠していまず。 

ミ毎外でご使用になると罰せられることびあります。 


Bluetoot が機能について 


周波数帯について 

本機の Bluetoot が機能は、 2.4 GHz 帯の2.402 GHz か5 
2.480 GHz までの周波数を使用しまず。 


2.4FH1/XX1 

本機は 2.4 GHZ 帯を使用しまず。変調方式 
として FH - SS 変調方式等を採用し、与干渉 
距離は約1 Omm 下でず。 


2.40吕 GHz 〜2.480 GHz の全帯域を使用 
し、かつ移動体識別装置の帯域を回避不可で 
あることを意味します。 

Bluetooth ® についてのお願い 
参本おの团 uetoot が機能は日本国内および FCC 規格に準拠 
し、認定を取得していまず。一部の国/地域では团 uetooth ® 
機能の使用が制限されることがあります。海外でご利用に 
なる場合は、その困/地域の法規制などの条件をご確認く 
ださい。 

参 Bluetooth ® 機器が使用ずる 2.4 GHZ 帯は、さまざまな構 
器び共有して使用する電波帯です。そのため、 Bluetooth ® 
機器は、同じ電波帯を使用する機器か5の影響を最小限に 
抑えるための技術を使用していますが、場合によっては他 
の機器の影響によって通信速度や通信距離がほ下するこ 
とや、通信が切断することがあります。 

参通信機器間の距離や障害物、 Bluetooths 機器によ D 、 通信 
速度や通信距離は異なります。 


2.4 FH 1/ XX 1 
I J C I 


2已 


巳 luetoot がご使用上のを意 

本機の Bluetooth ® 機能の使用周波数は 2.4 GHZ 帯です。こ 
の周波数帯では、電子レンジなどの家電製品や産業•科学•医 
療用機器のほか、ほかの同種無線局、工場の製造ラインなど 
で使用される免許を要ずる移動体識別用構巧無線局、巧許を 
要しない特定の小電力無線局、アマチュア無線局など au 下 
「ほかの無線局」と略す)が運用されていまず。 

1 . 本機を使用ずる前に、近くで「ほかの無線局」が運用されて 
いないことを確認してください。 

2. 万一、本機と「ほかの無線局」との間に電波モ巧の事例が発 
生した場合には、ずみやかに本機の使巧場所を変えるか、ま 
たは機器の運用を停止(電波の発射を停止)して <ださい。 

3. ご不明な点やその化お困りのことが起きた場合は、ソフト 
バンクシヨッフもしくはお問い合わせ先 ( P . 己 8) までお 
問い合わせください。 

• 本糖はすべての Bluetooth® 巧な樓おとの接続動作を確語し 
たものではありません。したがって、ずべての Bluetooths 巧 
な構器との動作を巧証するをのではあ D ません。 

• 巧線通信時の t キュリティとして、 Blueto 日か®の標華仕様に準 
拠したセキュリティお能に巧応しておりますび、使用環境および 
設定巧客によっては t キュリティが十分でない場合が考えられ 
ます。 Bluetooth® によるデータ通信を行う席はごを意ください。 

• BluetoDth® 通信時に発生したデータおよび情巧の漏えいに 
つをましては、当なでは責任を負いかねまずのであらかじめ 
ご了承:ください。 
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Wi-Fi (無線 LAN ) について 


周波敎帯 (2.4GHz 新について 

本機の Wi-F は、 2.4 GHz 帯の2.402 GHz から2.480 GHz ま 
での周波数を使用しまず。 

12.4 os4/OF4| 2.4DS4/0F4 

I ' ~~ '' ~~^^ 1本機は 2.4 GHZ 帯を使用します。変調方式と 
して DS - SS /0 FDM 変調方式を採用し、ち干 
渉距離は約 40 m け下でず。 

I-II - II-1 

2.斗 OSGHz 〜2.480 GHz の全帯域を使用し、 
かつ移動体識別装置の帯域を回避可能であるこ 
とを意味します。 

周波数帯(已 GHz 帯)について 
本機の Wi-R は己 GHz 帯の固液数を使用します。電波法によ 
り己. 2 GHZ 帯および己. 3 GHZ 帯の屋外利用は禁止されてお 
0ます。 

本製品が使巧するチャンネルは LU 下の通りでず。 

W 已吕（己. 2 GHz 帯/36, 38, 40, 44, 46, 48 ch ) 

め/己3(己. 3 GHz 帯/已吕，己4,已6, 60, 62. 64 ch ) 

W 己6(己.巨 GHz 帯/10 0.102. 104,108,1 10. 112, 
n 6. 11 8. 120,124,1 26. 1 28. 132,1 34. 1 36. 
140か） 


I IEEE 802.11 b/g/n 


IEEE 802.11 a/n 


■! か W52l\A/53lW56 


Wi - Fi についてのお願い 

参本穂の無線 LAN 機能は曰本国巧及び FCC/CE 規格に準拠 
し、認定を取得しています。フランスなど一部の国/巧域で 
は無線 LAN 機能の使用が制限されまず。おがでご利用になる 
場合はその国/地域の法規制などの条件をご確認ください。 

参 Wi-Fi 機器が使用ずる 2.4 GHZ 帯は、ごまざまな機器が共 
有して使巧ずる電波帯です。そのため、 Wi-Fi 機器は、同じ 
電波帯を使用する機器からの影響を最小限に抑えるため 
の技術を使巧していますが、場合によっては他の機器の影 
響によって通信速度や通信距離びほ下することや、通信が 
切断することがありまず。 
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•通信機器間の距離や障害物、 Wi-Fi 機器により、通信速度や 

通信距離は異なりまず。 

W 卜円ご使用上の注意 

本機の Wi - 円が使用する 2.4 GHZ 帯では、電子レンジなどの 
家電製品や産業•巧ぎ•医療用機器のほか、ほかの同種無線 
局、工場の製造ラインなどで使用される巧許を要する移動体 
識別用構内無線局、巧許を要しない特定のか電力無線局、ア 
マチュア無線局など a ソ下 r ほかの無線局」と略す)が運巧さ 
れていまず。 

1 . 本機を使用ずる前に、近くで「ほかの無線局」が運用されて 
いないことを確認してください。 

2. 万一、本機と「ほかの無線局」との間に電波干渉の事例が発 
生した場合には、ずみやかに本機の使巧場所を変无るか、ま 
たは機器の運用を停止(電波の発射を停止）してください。 

3. ご不明な点やその化お困りのことび起きた場合は、ソフト 
バンクシヨッフもしくはお問い合わせ先 ( P . 己 8) までお 
問い合わせください。 

• 本糖はすべての Wi-Fi 巧応機器との接続動作を確認したをの 
ではありません。したがって、すべての Wi-Fi 対応機器との動 
作を巧証するをのではありません。 

• 巧綜通信時のセキュリティとして、 Wi-Fi の標華仕様に華拠し 
たセキュリティ機能に巧巧しておりますが、使用環境およぴ 
設定内容によってはセキュ U ティび十分でない場合がちえ5 
れまず。 Wi-Fi によるデータ通信を行う際はご注意ください。 

• Wi-Fi 利用時に発生したデータおよび情報の漏えいにつをま 
しては、当社では責任を負いかねますのであらかじめご了承 
<ださい。 
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USIM 力ード/ SD カード挿入時のを意 


USIM カードと SD カードの挿入位置と挿入方法にごま 
意ください。 



microUSB プラグを接続するとをは、プラグ先端の変 
お、破損に注意し、正しい向さで本体に差し込んでくだ 
さい。 

プラグの向きを間違えると、プラグを破損する可能性が 
あります。 
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防水性能について 


本機は、 IPX 5 相当、 IPX 7 相当の防水性能(外部接続端子 
キャップ’イヤホン端子キヤッフ•電おカバーが完全に装着 
された状態）（当社試験ち法による）を備えておりますが、こ 
の「防水性能について」に記載されている内容を守らずにご 
使用になると、浸水や砂•異物などの混入の原因となり、発 
熱•発乂 •感電•傷害•故障などの恐れびありまず。ま全にお使 
いいただくために、この「防水性能について」の内容をよくお 
読みになってからご使巧ください。 

• IPX 巳相当 

巧径日. 3 mm のノズルを用いて、約 3 m の距離か5約12.己 
リットル/分の水を3分切上ま水ずる条件で、ちらゆる方 
向からのノプルによる噴流水によってち、電言き機としての 
性能を保つことを意巧します。 

• IPX 7 柏当 

常温で水道水、かつ静水の水深 Im の水植に電話機本体を 
静かに沈め、約30分間水底に放置してち、本体巧部に浸水 
せず、電話磯としての機能を巧つことを意巧しまず。 
♦具体的には… 

雨 （1 時間あたりの雨量び 20 mm 未満)の中で傘をささず 
にお使いいただけまず。パスルームやキッチン、プールサ 
イドなど水がちる場巧でちお使いいただけまず。 


ご使用にあたつての重要事項 


•浸水の原因となるため、外部接続端テキャッフ•イヤホン 
端子キ ヤツ フをしつかりと閉じて、電池力/ C 一を確実に取 
り付けてください。 

キヤッフ類が浮いていることのないように、完全に閉じて 
いることを確認してください。 



•接触面に微細な U 互(髪の毛一本、砂粒一個など)がわずか 
でも挟まると浸水の原因となります。 

•手や本機が濡れているが態での外部接続端子キヤッフ、イ 
ヤホン端子キャップ、電ミせカバーの開閉は絶対にしないで 
<ださし、。 
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♦砂おなどの上に置かないでください。送話□•受話□•ス 
ピーカーなどに砂などび入り音びかさくなる場合があり 
まず。 

♦水中で使用(キー操作を含む）しないでください。 

参常温の真水•水道水 LU 外の液体(石けん•洗剤•入お剤、温 
泉、熱湯、砂•'お、ミ毎水、フールの水、アルコールなど）をかけ 
たり、浸けないでください。 



巧•お 巧水 



が部接続端デキャップ/イヤホン端デ 
キャップの閉じかた 


□ パ部接続端モキヤップ/イヤホン端モキヤップの 
ヒンジを収納し巧しこむ 



31 


□ 矢 E 日の方向になぞり、巧部接続端子キヤッブ/イヤ 
ホン端テキヤップが浮いていることのないよラ確 
実に閉じる 




電池 カバーの 閉じかた 


電油カバーが浮いていることのないよラに、確実に閉じ 
て<ださし V 

n 電地カバーと本体を合わせるよラに置き、電地力 
パーを矢印の方向へ巧ず 



Q 電池カパーのか周を①の方向になぞり、⑤の方向に 
しっか0巧さえ、完全に装着させる 
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ま意事項に ついて 


利巧シーン別注意事垣 
<雨の中> 

•強い雨 （ 1時間あたりの雨置が 20 mm 切上)の中で使用し 
なし)でください。 

※ディスプレイに水滴が付着していると、タッチパネルが誤動 
作する場合がありまず。 

参雨がかかっている最中、または手び濡れている状態での外 
部接続端子キヤッフ、イヤホン端子キヤッフ、電池カバー 
の開閉は絶対にしないでください。 

<バスルーム> 

参お植に浸けたり、這下させたりしないでください。また、水 
中で使用しないで < ださい。 

※ディスプレイに水滴が付着していると、タッチパネルび誤動 
作ずる場合びありまず。 

♦石けん、洗剤、入お剤の入った水、温泉水には浸けないでく 
ださい。 

参温水シヤワーを直接当てないでください。 

♦ワンセグを見るとをはを定した場所に置いてご使用くだ 
さし、。 

参高温のお湯をかけないで < ださい。 

参バスルームへの長時間の持ち込みはおおけください。 

参周囲温度己で〜3己で（ただし、36で〜40ででちれば一時 
的な利用は可能でず。）、湿度3已％〜90%の範囲で使用し 
てください。 


<キッチン> 

参石けん、洗剤、調味料、ジュースなど真水•水道水1ソがの液 
体をかけたり、浸けたりしないでください。 

参高温のお湯やを水をかけたり、浸けたりしないでください。 
•コン□のそばやを蔵庫の中など、極端に高温•ほ温になる 
ところに置かないでください。 

参強い流水(目リットル/分を超える)をかけないでください。 
♦ワンセグを見るとをはを定した場所に置いてご使用くだ 
さし、。 

<ブールサイド> 

参フールの水に浸けたり、落下させたりしないでください。 

また、水中で使巧しないでください。 

参フールの水には消毒用塩素が含まれているため、フールの 
水がかかった場合には速やかに常溫の水道水*で洗い流し 
てください。洗ラ際にブラシなどは使用しないでください。 
&やや弱めの流水(己 リツ トル/分攻下） 
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共通を意事頂 

♦外部接続端子キャッフ•イヤホン端子キャッフをしっかり 
と閉じ、電池カバーは裏側のゴムパッキンが正しい位置に 
あることを確認の5え、確実に取り付けてください。微細 
な j’S (繊維くず、髪の毛一本、±、砂粒一個など)がわずか 
でも巧まると、浸水の原因となります。 

•外部接続端モキャッフ•イヤホン端子キャッフ•電池力 
パーの隙間に、先の劣ったちのを差し込まないでくださ 
し、。ゴムパッキンが傷つを、浸水の原因となりまず。 

•手袋などをしたまま、外部接続端子キャッフ•イヤホン端 
子キャッフの開閉をしたり、電池カバーの取り外し/取り 
付けをしたりしないでくださし、手袋などに付着している 
微細なゴ=(繊維くず、髪のモー本、±、砂粒一個など)がわ 
ずかでも挟まると、浸水の原因となります。 

•外部接続端子キャッフ•イヤホン端子キャッフを開閉した 
D 、 電池カバーの取り外し/取り付けをしたりするとき 
は、本機や手に水滴•砂•巧れなどび付着していないことを 
確認してください。付着している水滴•砂•巧れなどび本体 
巧部に入り込んだり、キャップ類に挟まるなどして、故障 
や浸水の原因となります。わずかでち付着している場合 
は、本機や手の水滴•砂•巧れなどを繊維くずの出ない乾い 
た清潔な布で拭き取ってか6、作業を行ってください。 

•本微こ水滴が付着したまま放置しないでください。隙間か 
ら水分が入り込んでいる場合びありまず。また、濡れたま 
までずと、音びルさくなる場合があります。水で漂れた場 
合は、本機をおる ( P .36) などして水を取り除き、本機から 
出た水分を繊維くずの出ない乾いた清潔な布で速やかに 
巧を取ってください。寒を地では、本機に水滴が付着して 
し、ると、凍結し巧障の原因となります。 

•本機の防水性能は真水•水道水にのみ対応しており、温水 
や塩水、洗剤、塞品、汗などには対応しておりません。真水- 
水道水 iU 外の水分(海水•洗剤など)、または砂•あなどが付 
着した場合は、速やかに常温の水道水 S で洗い流してくだ 
さし、洗う際にブラシなどは使用せず、電池カバー、外部接 
続端子キャッフ、イヤホン端子キャッフが開かないよ5に 
押さえなびら手で洗ってください。 

《やや弱めの流水 (6 U ットル/分 LU 下） 

•丽水圧設計ではありませんので、規定 ( IPX 己 ’ IPX ?) を超 
える強い水流(例えば、蛇□やシャワーから肌に当てて痛 
みを感じるほどの強さの水流)を当てたり、水中に長時間 
ミ尤めたりしないでください。 

•洗濯機や超音波洗を機などで洗わないでください。 
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♦水中で強い衝撃をちえないで < ださい(例:水の張った洗 
面台、トイレ、洗濯機に落とさないでください)。 

♦本機 L ソがの付属品 ( AC アダフタなど）は、防水性能を備え 
ておりません。 

参送話□•受話□•スピーカーの巧を共ったわのでつつかな 
いで < ださい。 

♦外部接続端子キヤッフ•イヤホン端子キャップ•電池力 
バー裏側のゴムパッキンは、防水性能を維持するための重 
要な部品でず。 iU 下のことにごを意ください。 

-はがしたり、傷つけたりしないでください。 

-ゴ S などが付着しないよラにしてください。微細な35 
(繊維くず、髪の毛一本、±、砂粒一個など)がわずかでわ 
付着していると、浸水の原因となりますので、必ず取り 
除いてください。 

.真水•水道水切かの液体(温水や塩水、洗剤、塞品、汗な 
ど)び付着ずると、防水性能を維持でをな < なる場合が 
ちりまず。 

•キヤッフ類を閉める際はゴムパッキンを陋み込まない 
よラま意してください。晒み込んだまま無理に閉めよ5 
とすると、ゴムパッキンび傷つさ、防水性能が維持でさ 
なくなる場合がちりまず。 

•防水性能を維持ずるための部品は、異常の有無にかかわ 
6ず2年ごとに交換することをお勧めします。お客様ご 
依頼による部品交換は、本機をお預かりして有料にて承 
ります。お近くのソフトバンクショップもしくはお問い 
合わせ巧 ( P . 己 8) までお問い合わせください。 

参落下させるなど本機に強い衝撃をちえないで<ださい。防 
水性能が維持できなくなる場合がちりまず。 

参本機は水に浮きません。 

参熱湯に浸けた D 、 サウナで使用したり、ドライヤーなどの 
温風を当てたりしないでください。本機は耐熱設計ではあ 
0ません。 

参周囲温度己で〜3己で（ただし、36で〜40ででちれば一時 
的な利用は可能でず。）、湿度3已％〜90%の範囲で使用し 
てください。霸固を超える極端に暑い場所や寒い場所で使 
用ずると、防水性能が維持でをない場合びありまず。 

•急激な温度変化は結露の原因となります。寒いところから 
暖かいお風呂などに本機を持ち込むとさは本機び常温に 
なつてから持ち込んでくださし、本機は結露に巧して特別 
な巧策を実施してお D ません。 

※ディスプレイの巧側に結露び発生した場合は、結露がとれる 
まで常温で巧置して < ださい。 


3已 


♦想定される使われ方に即した試験を行い、性能を満足ずる 
ことを確認していますが、実際のご使用にあたって、すべ 
ての状況での動作を保証ずるちのではあ0ません。お客様 
の取り扱いの不備による巧障と認められた場合は、巧記の 
対象がとなり有償修理となりまず。 

かに濡れたときは 

本機に水滴が付着したまま使用すると、送話□•受話 
スピーカーに水びたまり、一時的に音び聞こえにくく 
なったり、巧服やかばんなどを濡らしてしまうことがあ 
りまず。また、隙間か日水分が入り&んでいる場合があ 
りますので、下記の手順で本機の水分を取り除いてくだ 
さし、。 

〇本機表面の水分を繊維くずの出ない乾いた清潔な 
巧などでよく拭き取る 



□ 本機をしっかり持ち、水び出なくなるまで矢印の方 
向に振る 

•振る際は周りに危険がないことを確認してくだ 
さい。 

•本機びおび出さないよラに、しっかりと持ち水巧 
さをして < ださい。 
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B 繊維くずの出ない乾いた清潔な巧などに本機を輯 
く巧し当て、送話□•受話□•スピーカー部などの隙 
間に入った水分を拭を巧る 



□ 本襟か 6 出た水分を十分に取り除いてか 5 常温で 
1時間む上皮!置して乾燥させる 
上記手順を行ったあとでち、本機に水分が残ってい 
る場合が あります。 濡れて困るをののそばには置か 
ないでください。 

また、巧服やかばんなどを濡5してしまラ恐れがあ 
りますのでごま意 < ださい。 

巧里のときは 

付属品、オフシヨン品は巧 7 j < 性能を有していません。巧電時、 
および充電後には巧の点をご確認ください。 

参本機が濡れていないかご確認ください。濡れている場合は 
よく水巧さをして組維<ずの出ない乾いた清潔な巧など 
で拭さ取ってか6、外部接続端子キャップ•イヤホン端子 
キャッフを開いたりしてください。 

♦水に濡れた後に充電ずる場合は、よく水巧きをして組維く 
ずの出ない乾いた清潔な巧などで水をなさ取ってから、外 
部接続端子キャッフ•イヤホン端子キャッフを開いたりし 
てください。 

♦本機び濡れている状態では絶巧に巧電しないでください。 
水が付着したままで巧電を巧った場合、故障•発熱などの 
恐れがちります。 

♦濡れた手で AC アダフタ • USB ケーブル(オフシヨン品）に 
魅れないでください。感電の原因とな D ます。 

♦AC アダプタ ’USB ケーブル(オフシヨン品）は、水のかか 
5ないげ態で使用してください。乂がや感電の原因となり 
まず。 

♦AC アダフタ ’USB ケーブル(オフシヨン品）は、お風呂場、 
シヤワー室、台巧、洗面所などの水周りでは使用しないで 
<ださい。义ぷや感電の原因となります。 
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知的財産権について 


善作権/肖像権 について 


•お客様が本機で撮影/録画/録音したわのを複製、改変、編 
集などをする行為は、個人で楽しむなどの他は、著作権法上、 
権利者に無断で使用でをません。また、他人の肖像や氏名を 
無断で使用、改変などをずると肖像権などの侵害となる場合 
がありますので、そのよラなご利用ちお控え < ださい。 

•撮影したわのをインターネットホームページなどで公開 
ずる場合も、著作権や肖像権に十分ごま意ください。なお、 
実演や興行、展示物などでは、個人として楽しむなどの目 
的であつても、撮影/録音を制限している場合がありまず 
のでごま意ください。 

•善作権にかかわる画像やサウンドの転送は、著作権法の規 
定による乾囲巧で使用する L ツがは、利用できませんのでご 
ま意 < ださい。 


本樓に搭載されているソフトウェアまたはその一部につを、巧 
変、翻訳•翻案、リバース •：!： ンジこアリンん逆コンパイル、逆 
アッセンブルを巧った D 、 それに関与してはいけません。 

本おを、法令により許されている場合を除を、日本国外に持ち出 
してはしりブません。 


THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE MPEG-4 VISUAL PATENT 
PORTFOLIO LICENSE FOR THE PERSONAL AND NON¬ 
COMMERCIAL USE OF A CONSUMER FOR (i) ENCODING VIDEO IN 
COMPLIANCE WITH THE MPEG-4 VISUAL STANDARD ('■MPEG-4 
VIDEO") AND/OR (ii) DECODING MPEG-4 VIDEO THAT WAS 
ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND 
NONCOMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A 
VIDEO PROVIDER LICENSED BY MPEG LA TO PROVIDE MPEG-4 
VIDEO. NO LICENSE IS GRANTED OR SHALL BE IMPLIED FOR ANY 
OTHER USE. ADDITIONAL INFORMATION INCLUDING THAT 
RELATING TO PROMOTIONA し INTERNAL AND COMMERCIAL 
USES AND LICENSING MAYBE OBTAINED FROM MPEG LA, LLC. 

SEE http://WWW.MPEGLA.COM. _ 

Microsoft ®、 Windows®、Windows Vista ®、 Excel ®、 
PowerPoint ®、 Exchange ' s'l ま、米国 Microsoft 
Corporation の米国及びその他の国における登録商標です。 
Windows ® は Microsoft ® Windows ® operating system 
の略称として表記していまず。 

Oracle と Java は 、 Oracle Corporation 及びその子さな:、 
関連会なの米国及びその他の国における登録商標でず。文 
中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場 
合びあります。 


3己 










QR コードは株式会なデンソーウェーブの登録商標でず。 



microSDs microSDHC 、 microSDXC □コ’は SD -3 C,LLC 
の商標です。 


@Bluetootlf 

Bluetooth ® ワードマークおよび□ゴは 、 Bluetooth SIG , 
Inc . が所有ずる登録商標であり、京セラ巧す会組ま、これ5 
商標を使用する許可を受けています。_______ 

本製品は、無線 LAN 標準規格の I 圧 E 802.11に基づを、無線 
LAN 機器の相互接続性を保証するために Wi-R Alliance ® び 
定めている記逊テストをパスしており、 rWi-Fi CERTI 円 ED ™」 
という認定が与えられています。 Wi - Fi □ゴがついた製品と 
相互接続が保話されます。 IEEE 802.1 1 aJEEE 802.1 lb . 
IEEE 80 吕 .1 1 邑 および EEE 8 日 2.1 In に対応しておりまず。 



CERTIFIED 


Wi-Fi Protected Setup ™( wPS ) で、無線 LAN の接続設定 
内容 ( SSI □や認証方式、暗号キーなど)をフ ッシュ ボタン方 
式、円 N コード入力方式で設定できる機能を有しています。 

Wi - Fi®S Wi-Fi Alliance ®、 WPA ®、 WPA 2®、 

Wi-Fi CERTI 円 ED □ゴは Wi-Fi Alliance の登録商標でず。 
Wi-Fi CERTIFIED ™ および Wi-Fi Protected Setup™ は 
Wi-Fi Alliance の商標でず。 


((#» 

AO S S~ 

AOSS ™ は株式をなバッファ□-の商標でず。_____ 

本製品にはホ列線通信機能としてィーグ n - A ’ レッジ株式会 
社の DeepCo 旧を 3.0円 us for Android を搭載しています。 
Copyright © 2012 E-Globaledge Corp . All Rights 
Reserved . 
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Adobe、Adobe □ゴ 、 Adobe PDF および Adobe PDF □ゴ 
は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社)の 
米国ならびにその他の国における商標または登録商標でず。 

Google、Google Dllv Androids Android □ゴ 、 Google 
Play'Goo 留 e Play □ゴ、 Play ミュージック、 Play ミュー 
ジック□ゴ、 Play ムービー、 Play ムービー□ゴ、 GmaN 、 
Gmail □ j ’、 Goo 留 e マッ フ、 Google マップ□ゴ 、 Google 
卜ーク 、 Google 卜ーク□ゴ、円 casa、Picasa □ゴ 、 Google 
Latitude、Google Latitude □ゴ 、 Google マップナビ、 
Goo 留 e マッ フ ナビ□ユ Google + □—カル、 Goo 旨 le + 
□—カル□ゴ 、 Google 巧索 、 Google 巧索 □ li \ Google 
音声検索、 Google 音声検索 Dd ； Google カレンダー、 
Google カレンダー□ゴ、 Google +、 Goo 旨 le + □ゴ、 
Chrome、Chrome □ゴ 、 YouTube および YouTube □ゴ 
は 、 Google Inc . の商標または登録商標でず。 


iWnn IME 

で字変換は、オム□ンソフトウェア株式会社の iWnnIME を 
使用しています。 

iWnn 1 ME 似 0 MR 0 N SOFTWARE Co .. Ltd . 2009- 
2012 All Rights Reserved . 

書体切り督えには、株式を ttu ムコーポレーシヨンの r ちじ 
チェン」を使用していまず。 r わじチェン J は株式会社リム 
コーポレーションの登録商標です。_ 

本製品には、株式会社リムコーポレーションの書体を搭載 
しています。 

本磬品には、株式会社モリサワの書体を搭載しています。 


HONEY BEE の 

「HONEY BEE (□コり 、 「HONEY BEE 」、 「すぐ文字」は京 
セラ巧す会社の登録商標でず。 

McAfee およびその化のマークは、米国法人 McAfee , Inc . 
またはその関係会社の米国またはその他の国における登録 
商標または商標です。 

セキュリティを連想させるホは McAfee ブランド製品独自 
の色でず。 
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ソーシャルフオン、 mixi 、 S クシィおよび mixi □ゴは株式会 
社ミクシィの登録商標でず。_ 

Facebook、FacebookD ゴは、 Facebook , Inc . の商標また 
は登録商標でず。_ 

Ameba は株式会社サイパーエージェントの登録商標でず。 

rCREEJ および 「 GREE 」□ ゴは、グリー株式会社の登録商 
標または商標でず。 


「 Mobage 」 および rMobageJ □ゴは、株式会社ディー■エ 
ヌ • エーの登録商標または商標でず。 

r スグデコ ！ j は、株式会社アイフリークの登録商標です。 
「 McDonaldis 」 およぴ rMcDonalcrs 」 □ゴは日本マクドナ 
ルド株式会社の登録商標または商標です。 




本製品は株式会社セツクのワンセグトータルソリユーショ 
ン 「airCube for Android 」 を搭載していまず。 「 akCube 」 は 
株式会社セツクの登録商標でず。_ 

□ヴィ、 Rovi . G ガイド、 G - GUIDE 、 G ガイドモバイル、 
G-GUIDE MOBILE 、 および G ガイド関連□ゴは、米国 Rovi 
Cor 日 oration およぴ/またはその関連会社の曰本国巧にお 
ける商標または登録商標です。 

おサイフケータイおよびおサイフケータイ□ゴは、株式 
会社 NTT ドコモの商標または登録商標です。 

Fel 忙 a はソニー株式会社が開発した巧接軸に力ードのほ術 
ちすでず。 

Fel に a はソニーな式会社の登録商標でず。_ 

見)は、フエ U カネツトワークス株す会社の登録商標です。 

Internet SagiWall は、 BB ソフトサービス巧す会社の商標 
または登録商標でず。 

SOFTBANK およびソフトバンクの名称、□ゴは曰本国お 
よびその他の国におけるソフトバンク株式会巧の登録商標 
または商標です。 


r 知恵袋」はヤフー株式会社の登録商標でず。 
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「 YahooU および 「 Yahoo !」 の□ゴマークは、米国 Yahoo ! 
Inc . の登録商標または商標でず。 


音声認識システムには株式会社アドバンスト•メディアの 
AmiVoice ( R ) を使用しています。 

Copyright (C) 2010-2011 Advanced Media, Inc. 

音声コーデックには Jean-Marc Valin / Xiph.Org Foundation 
の Speex を使用していまず。 

(0 2002-2003, Jean-Marc Valin/Xiph.Orq Foundation 
Redistribution an 曰 use in source and binary forms, with or 
without modification, are permitted provided that the following 
conditions are met: 

* Redistributions of source code must retain the above copyright 
notice, this list of conditions and the followinq disclaimer. 

* Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the followinq 
disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

* Neither the name of the Xiph.org Foundation nor the names of its 
contributors maybe used to endoree or promote products derived 
from this software without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYR に HT HOLDERS AND 
CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
FOUNDATION OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTA し SPECIA し EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERV に ES: LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 
ON ANY THEORY OF LIABILITY’ WHETHER IN CONTRACT- STRICT 
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWA 化 EVEN 
IF ADVISED OF THE POSS 旧 ILITY OF SUCH DAMAGE. 

Copyright (C) 2012 Yahoo Japan Corporation. All Rights Reserved. 
S ! メール、デコレメール、楽デコ、スマセレ、カバコレ、スマー 
トセキユリテイ powered by McAfee®、ULTRA SPEED は 
ソフトンクモパイ J レ株式会社の登録商標または商標です 。 t 

[" CAMELY」、「RUMOR fashion / ルモアファッション」 
は、フリュー株式会社の商標です。 
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静止画手ブレ補正機能には株式会社モルフォの 「 Photos 加 dj 
を採用しております。 rPhotoSolid 」 は巧す会社モルフォの 
登録商標でず。 

動画手ブレ滿正機能には株式会社モルフォの rWovieSolid 」 
を採用しております。 「 MovieSolid 」 は株式会社モルフォの 
登録商標です。 

被写体自動追尾技術には巧す会社モルフォの ITrackSolid 」 
を採用しております。 rTrackSolid 」 は株す会なモルフォの 
登録商標です。 

画像エフェクト技術には株式会社モルフォの rworpho 
Effect Library 」 を採用しております 。 「Morpho Effect 
Library 」 は株式会社モルフォの商標です。 

HDR(High Dynamic Ran 旨 e ) 技術には 「Morpho HDRJ 
を採用しています 。 「Morpho HDRJ は株すさなモルフオの 
商標でず。 


その他、本書に記載されている会社ちおよび商品•サービス 
をは、各巧の商標または登録商標です。_ 

このマニュアルで説明されている携帯電話にインス I -ール 
されているソフトウェアについては、お客様に使用植が許諾 
されています。本ソフトウェアのご使用に際しては、む下の 
点にま意ください。 

( a ) ソフトウェアのソースコードの全部または一部につい 
て、複製、頒布、改変、解そ斤、リバースエンジニアリングま 
たは導出をおこなつてはなりません。 

化）法律や規則に違反して、ソフトウてアの全部または一部 
を輸出してはな D ません。 

(C) ソフトウ； L アの商品性、特定目的への適合性、第 E ち知的 
財産権の不侵害などの黙示の巧駐を行うものではありま 
せん。 


ただし、ソフトウてアに含まれている 、 GNU General Public 
License ( GP し _)、GNU し ibrary / し esser General Public 
License ( LGPL ) およぴその他の才ーフンソースソフト 
ウェアのライセンスに基づくソフトウェアな5びに京セラ巧 
式会社が許諾を受けたソフトウェアのご使用に際しては、当 
該ソフトウェアのライセンス条件び运先して適用されます。 
なお、オーフンソースソフトウェアについては、む下に明示 
しております r オーフンソースソフトウエアについて J をご 
確認ください。 
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オープンソースソフトウェアについて 

本製品は 、 GNU General Public License ( GPL)、GNU 
Library/Lesser General Public License ( LGPL ) または 

その他のオーフンソースソフトウェアライセンス及び/また 
はその他の著作権ライセンス、巧責条項、ライセンス通知の適 
用を受ける第云ちのソフトウェアを含みます 。 GPU LGPL 及 
びその他のライセンス、免責条項及びライセンス通知の具体 
的な条件については、本製品の「端末情制から参照いただけ 
ます。詳細については当社ホームページをご覧ください。 

本製品には、京セラ株式会社が著作植を有ずるソフトウェア 
及び京セラが許諾を受けたソフトウェアが含まれています。 
本製品に含まれる、京セラ株式を社がオーフンソースソフト 
ウェアの規格やライセンスに準拠し設計、開発したソフト 
ウェアの著作権は京セラ株式会社又は第云をび有しており、 
著作植法上認められた使用法及ぴ当社が別途認めた使用法 
を除を、お客様は当社に無断で頒布、複製、巧変、公巧送信等 
の使用を行ラことはでをません。 
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携帯電話傑の比吸吸勒 SARFi について 


この機種201 K の携帯電話機は、国び定めた電波の人体吸収 
に関する技術基準に適合しています。 

この技術基準は、人体頭部のそばで使用ずる携帯電話機な 
どの無線機器から送出される電波が人間の健康に影響を及 
ぼさないよラ、科学的根拠に基づいて定め6れたちのであ 
り、人体側頭部に吸収される電波の平均エネルギー量を表ず 
比吸収率 ( SAR:Specific Absorption Rate ) について、こ 
れが 2 W / k 旨の許容値を超えないこととしていまず。この 
許容値は、使用ちの年齢やさ体の大ささに関係なく十分なま 
全率を含んでおり、巧巧保健機関 ( WHO ) と協力関係にある 
国際非電離がが線巧畫委員会(に N 旧 P ) が示した国際的なガ 
イドラインと同じ植になっています。この携帯電話機20 1 K 
の、 SA 阿ま0.7己 9 W / kg です。この値は、国び定めたち法に 
従い、携帯電話機の送信電力を最大にして測定された最大の 
値です。個々の裝品によって SAR にをかの差異が生じること 
ちありますび、いずれも許容値を満足しています。また、携帯 
電話機は、携帯電話基巧局との通信に必要な最ほ限の送信電 
力になるよ5設計されているため、実際に通話している状態 
では、通常 SAR はよりルさし Mi となりまず。 

側頭部 LU 列の位置でご®用ずる場合 

この携帯電話機は、側頭部切列の位置でも巧用巧能です。 
キヤ U ングケース等のアクセサ U をご使用するなどして、身 
体から1.己センチむ上離し、かつその間に金属ほ R 分)が含ま 
れないようにすることで、この携帯電話機は電波巧護の国際 
ガイドラインに適合しまず（《3)。 

巧巧巧辖機関は、 r 携帯電話が道在的な健康リスクをちたら 
すかど5かを評価ずるために、これまで20年け上にわたっ 
てを数の研究が行われてさました。今曰まで、携帯電話使用 
によって生じるとされる、いかなる健康影響も確立されてい 
ません。 J と表明していまず。 

SAR について、さらに詳しい情報をお知りになりたい場合 
は、下記のホームページをご参照ください。 

. 総務省の ホームぺージ 

http://www.tele.soumu.go.jP/j/sys/ele/index.htm 
-一般社団法人電波産業会のホームページ 
http ゾ /www.arib-emf.or 旨/ index02.html 
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《1巧術基華については、覃波ま関連省を(無綠設糖規則第14条 
の 2) で規定されています。 

《2平成9年に郵政省空気通信巧術審譲会により答申された r 畢 
波防護指が J に規定さ打ていまず。 

《3携帯畢話搪本体を側頭部凹列でご使用になる場合の SAR の 
測定まについては、平成22年3月に国陽規格 ( lEC 己 2209- 
2) び制定されました。国の巧術基準については、平巧23年 
10月に情律通信審議会より答申されていまず。 

電波ばく露の影響に関ずる情報として、米国連邦通信委員会 
( FCC ) の基準およぴ欧州における情報を掲載しています。詳 
細は「米国連邦通信委員会 ( FCC ) の電波ばく露の影響に関す 
る情報」「欧州における電波ばく露の影響に関する情報」をご 
参照 < ださい。 


r 米国連邦通信委員会 (FCC) の電波ばく露 
の影響に関ずる情報」 


米国連邦通信委員会の指がは、独立した科学磯関が定期的か 
つ周到に科学的研究を行った結果策定された基準に基づい 
ています。この許容値は、使用者の年齢や健康状態にかかわ 
5ず十分に安全な值となっていまず。 

携帯電話おか6送出される電波の人体に対する影響は、比の 
収率 ( SAR : Spec け ic Absorption Rate ) という単位を巧い 
て測定しまず。 FCC で定められている SAR の許容値は、 
1.6 W / kg となっています。 

測定試験は機種ごとに FCC が定めた位置で実施され、下記の 
とおりに従って身体に装着した場合は0.787 W / kg でず。 

さ巧装着の場合：この携帯電話磯201 K では、一般的な携帯 
電話の装着法として身体から1センチに距離を保ち携帯電話 
機の背面を身体に向ける位置で測定試験を実施していまず。 
FCC の電液ばく露要件を満たずためには、さ体か61センチ 
の距離に携帯電話を固定できる装身具を使用し、ベルトク 
リツフやホルスターなどには金属部品の含まれていないも 
のを選んで < ださい。 

上記の条件に該当しない装身具は、 FCC の電波ばく露要件を 
満たさない場合ちあるので使用を避けて<ださい。 

比吸収率 ( SAR ) に関するさ5に詳しい情報をお知りになり 
たい場合は下記のホームページを参照して<ださい。 


FCC Radio Frequency Safety (英文のみ） 
http :// transition . fcc . gov / oet / rfsafety / 
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「欧州における電波ば < 露の影響に関ずる情報 J 


この携帯電話お201 K は無線送受信機器でず。本品は国際指 
針の推奨する電波の許容値を超えないことを確認していま 
ず。この指針は、独立した科学機関である国際巧電離放射線 
防護委員会り CN 旧 P ) が策定したわのであ0、その許容怕は、 
使巧ちの年齢や健康状態にかかわらず十分にを全な値と 
なつていまず。 

携帯電話機から送出される電波の人体に巧ずる影響は、比の 
収率 ( SAR:Specific Absorption Rate ) という単位を用い 
て測定します。携帯磯器における SAR の許容植は 2 W / kg で、 
身体に装着した場合の SAR の最高値は1.日 30 W / kg でず。 
SAR 測定の際には、送信電力を最大にして測定するため、実 
際に通話している状態では、通常 SAR はよりかさい値となり 
ます。これは、携帯電話機は、通信に必要な最低限の送信電力 
で基地局との通信を行ラよラに設計されているためでず。 
世界保健機関は、携帯機器の使用に関して、現在の科学情報 
では人体への悪影響は確認されていないと表巧しています。 
また、電波の影響を抑えたい場合には、通話時間を短くする 
こと、または携帯電話機を頭部や身体か5離して使用するこ 
とが出来る八ンズフリー用機器の利用を推奨していまず。さ 
5に詳しい情報をお知りになりたい場合には世界保健機関 
のホームページをご参照<ださい。 

巧巧保健機関(英夕のみ） 
http :// www . who . int/emf 


SoftBank スマートフォン各機種の電波比吸収率 ( SAR ) 
一覧はこちら 

http :// mb . softbank . jp / mb / support / sar / 


47 


General Notes 


Electromagnetic Safety 


For body-worn operation, this phone has been tested and meets 
RF exposure guidelines when used with accessories containing no 
metal, that position handset a minimum of 15 mm from the body. 
Use of other accessories may not ensure compliance with RF 
exposure guidelines. 


CE Declaration of Conformity 


(:り 177 ① 

In some countries/regions, such as France, there are restrictions on 
the use of Wi-Fi. If you intend to use Wi-Fi on the handset abroad, 
check the local laws and regulations beforehand. 

KYOCERA Corporation hereby declares that SoftBank 201K is in 
compliance with the essential requirements and other relevant 
provisions of Directive 1999/5/EC. 

A copy of the original declaration of conformity for each model 
can be found at the following Internet address: 
http://www.kyocera.co.jp/prdctrtelecom/consumer/ 


RF Exposure Information/Specific 
Absorption Rate* (SAR) Information 


This mobile phone 201K meets the M に ' s**** technical regulation 
for exposure to radio waves. 

The technical regulation* established permitted levels of radio 
frequency energy, based on standards developed by independent 
scientific organizations through periodic and thorough evaluation 
of scientific studies. 

The regulation employs a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate, or SAR. 

The SAR limit is 2 watts/kilogram (W/kg)** averaged over ten 
grams of tissue. 

The limit includes a substantial safety margin designed to assure 
the safety of all persons, regardless of age and health. 

The value of the limit is equal to the international guidelines 
recommended by に NIRP*****. 

The highest SAR value for this mobile phone is 0.759 W/kg when 
tested for use at the ear. 

While there may be differences between the SAR levels of various 
phones and at various positions, all phones meet M に 's technical 
regulation. 

Although the SAR is determined at the highest certified power 
level, the actual SAR of the phone during operation can be well 
below the maximum value. 
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Use at positions other than at the ear 


This mobile phone may be used at positions other than at the ear. 
By using an accessory such as a belt clip holster that maintains a 1.5 
cm separation with no metal (parts) between the body and the 
mobile phone, this mobile phone will comply with international 
guidelines for radio wave protection (***). 

The World Health Organization has announced that "A large 
number of studies have been performed over the last two decades 
to assess whether mobile phones pose a potential health risk. To 
date, no adverse health effects have been established as being 
caused by mobile phone use." 

For more information about SAR, see the following websites: 

• Ministry of Internal Affairs and Communications (MIC) 
http://wvvw.tele.soumu.go.jP/e/sys/ele/body/index.htm 

• Association of Radio Industries and Businesses (ARIB) 
http:/Art/ww.arib-emf.org/index02.html (Japanese) 

• The technical regulation is provided in Article 14-2 of the Ministry 
Ordinance Regulating Radio Equipment. 

** Provided for in "Radio-radiation protection guidelines," 
reported in 1997 by the Telecommunications Technology 
Council, Ministry of Posts and Telecommunications. 

*** A method of measuring SAR when a mobile phone is used at 
positions other than at the ear was established in March 2010 
through an international standard (IE び 2209-2). M に technical 
regulation was reported in October 2011 by the Information 
and Communications Council. 

**** Ministry of Internal Affairs and Communications 
***** International Commission on Non-Ionizing Radiation 
Protection 

Standards of the Federal Communications Commission (FCC) of the 
U 名. Government and information from the E.U. are given as 
information relating to RF exposure. For details, see "FCC RF 
Exposure Information" and "European RF Exposure Information.** 
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FCC RF Exposure Information 


Your handset is a radio transmitter and receiver. It is designed and 
manufactured not to exceed the emission limits for exposure to 
radio frequency (RF) energy set by the Federal Communications 
Commission of the U.S. Government. 

The guidelines are based on standards that were developed by 
independent scientific organization through periodic and 
thorough evaluation of scientific studies. The standards include a 
substantial safety margin designed to assure the safety of all 
persons, regardless of age and health. 

The exposure standard for wireless handsets employs a unit of 
measurement known as the Specific Absorption Rate, or SAR. 

The SAR limit set by the FCC is 1.6 W/kq. The tests are performed in 
positions and locations (e.g. at the ear and worn on the body) as 
required by the FCC for each model. 

The highest SAR value for this model handset as repotted to the 
FCC when tested for use at the ear is 0.394 W/kg, and when worn 
on the body in a holder or carry case, is 0.787 W/kg. 

Body-worn Operation; This device was tested for typical body-worn 
operations with the back of the handset kept 1 cm from the body. 
To maintain compliance with FCC RF exposure requirements, use 
accessories that maintain a 1 cm separation distance between the 
user's body and the back of the handset. The use of beitclips, 
holsters and similar accessories should not contain metallic 
components in its assembly. 

The use of accessories that do not satisfy these requirements may 
not comply with FCC RF exposure requirements, and should be 
avoided. The FCC has granted an Equipment Authorization for this 
model handset with all reported SAR levels evaluated as in 
compliance with the FCC RF emission guidelines. SAR information 
on this model handset is on file with the FCC and can be found 
under the Display Grant section of http://www.fcc.gov/oet/ea/ after 
searching on FCC ID JOY201K. 

Additional information on Specific Absorption Rates (SAR) can be 
found on the FCC website at 
httpi//transition.fcc.gov/oet/rfsafety/ 
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European RF Exposure Information 


Your mobile device is a ra 址〇 transmitter and receiver. It is designed 
not to exceed the limits for exposure to radio wav 苗 recommended 
by international guidelines. These guidelines were developed by 
the independent scientific organization ICNIRP and include safety 
margins designed to assure the protection of all persons, regardless 
of aae and health. 

The guidelines use a unit of measurement known as the Specific 
Absorption Rate, or SAR. The SAR limit for mobile devices is 2 W/kg 
and the highest SAR value for this device when tested at the ear 
was 0.774 W/kg*. As mobile devices offer a range of functions, 
they can be used in other positions, such as on the body as 
described in this User Guide**. In this case, the highest tested SAR 
value is 1.030 W/kg***. As SAR is measured utilizing the devices 
highest transmitting power the actual SAR of this device while 
operating is typically below that indicated above. This is due to 
automatic changes to the power level of the device to ensure it 
only uses the minimum level required to reach the network. 

The World Health Organization has stated that present scientific 
information does not indicate the need for any special precautions 
for the use of mobile devices. They note that if you want to reduce 
your exposure then you can do so by limiting the length of calls or 
using a hands-free device to keep the mobile phone away from 
the head and body. 

* The tests are carried out in accordance with international 
guidelines for testing. 

** Please see Electromagnetic Safety on page 48 for important 
notes regarding body worn operation. 

*** A method of measuring SAR when a mobile phone is used at 
positions other than at the ear was established in March 2010 
through an international standard (IEC62209-2). M に technical 
regulation was reported in October 2011 by the Information 
and Communications Council. 

World Health Organization 
http://Www.who.int/emf 

List of Specific Absorption Rates (SAR) for radio waves by 
smartphone model 

http://mb.softbank.jp/mb/support/sar/ (Japanese) 
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暗証ま号について 


本機のご利用にあたっては、次の暗亞番号が必要となり 
まず。 


操作用暗証 
番号 

データの 初期化、おサイフ ケー タイ 
□ックを利用するとさに使用ずる暗証 
番号です。お買い上げ時は設定されて 
いません。 

PIN / 

パスワード 

画面□ックの解除を巧ラとさに使巧す 
る暗証番号でず。お買い上げ時は設定 
されていません。 

交換機用暗証 
き g 

(発着信規制 
巧暗証番号） 

ご契が]時の4巧の番号です。契約の容の 
変更、オプションサービスを一般電話 
か6操作するとさに使巧します。 


暗証番号はお忘れにならないよラにごを意ください。万一お 
忘れになった場合は、所定の手続をび必要になります。詳しく 
は、お問い合わせ先 ( P .58) までご連絡 < ださい。 

お証ま号は化人に知日れないようにごを意ください。化人に 
知られ悪用されたとさ、その損害について当社は責任を負い 
かねますので、あらかじめご了をください。 


発着信規制を解除する 


本機は発着信規制が対応となります。 L ソ前の携帯電話で 
設定した発着信規制を解除するには次の手順を行って 
<ださい。 

D ホーム画面で 

且 r # 33 0* 交換機巧暗証番号がを入力 

且グ 
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PIN コード設定 


PIN コードとは USIM 力ードの暗な番号です。 

第云ちによる本機の無断掩用を防ぐため使用しまず。お 
買い上げ時には「9999」に設定されています。 


円 N コードの入力を3回間違えると、 PIN □ック状態になりま 
す。その際は、 PIN □ック解除コード ( PUK コード)が必要とな 
ります。 PUK コードについては、お問い合わせ巧 ( P . 已 8) まで 
ご連絡ください。 PUK コードを1日回間違えると、 USIM 力一 
ドが □ック され、 本提が使用でをなくなりまず。その陵には、 
ソフトバンクショップにて USIM 力ードの再発巧(有が)がお 
要にな D ます。 


PIN コードを有効にずる 


PIN コードを有効にすることで、 USIM 力ードを本機に 
取り付けた状態で電源を入れたとさ、円 N コードを入力 
する画面を表示するよラに設定することびでさます。 

〇ホーム画面で gg r 端末設定」 

□ 「セキュリティ J 「 USIM 力ード□ック設定 J 

□「 USIM 力ードロック J 
□ 円 N コードを入力 roKj 


PIN コードを変更ずる 


PIN コードの変更は、 PIN コードを有効にしている場合 
のみ行えます。 

〇ホーム画面で03 「端末設定」 

□ 「セキュリティ J 「 USIM 力ード□ック設定 J 


B 「 PIN コードの変更」 


□ 現巧の円 N コードを入力 

roKj 

且新しい円 N コードを入力 

rOKJ 新しい PIN 


コードを再度入力 roKj 
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ネットワークを利用してソフトウェア更新び必要かど 
ラかを確認し、必要なとさには更新がでさます。 

•本機の状況(故障•破損•水濡れなど）によっては、保 
巧されているデータび破棄されることがあります。 
必要なデータは、ソフトウェア更新前にパックアッ 
プしてお< ことをおすすめします。なお、データび消 
失した場合の損害につをましては、当社は責任を負 
いかねますので、お5かじめご了承 < ださい。 
♦更新び完了するまで、本機は使用でさません。ソフト 
ウェア更新には時間びかかることがあります。 

参電波状況のよい巧で、移動せずに操作してください。 
また、電池残量が十分ある状態で操作してください。 
更新途中に電波状態が悪くなったり、電池残量びな 
くなったりすると、更新に失敗することびあります。 
更新に失敗すると本機が使用でさなくなることびあ 
ります。 


[:ァを更新ずる 


Q ホーム画面で g 胃 r 端末設定」 

B r 端末情報 J 「ソフトウェアアップデート」 

B 「ソフトウェア更新開始 J 

-な降は、画面の指示に従って操作してください。 
ソフトウェア更新び完了すると 
ソフトウェア更新完了の画面び表示されたあと、自動的 
に再起動しまず。 

• ソフトウェア更新をに再起動しなかったときは、里おパック 
を取りかし、再度取り付けてから窜源を入れ直してください。 
それでち起動しないとをは、お問い合わせ巧 ( P . 58) までご連 
絡 < ださい。 


適合規格情强について 


適合規格情報を表示でさます。 
n ホーム画面で「端末設定」 
□ r 端末情報」 r 適合規格情報」 
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保証とアフターヴービス 


保註について 


本機をお買い上げいただいた場合は、保証書が付いてお 
0ます。 

参お買い上げ店名、お買い上げ曰をご確認ください。 
参の容をよくお読みのラえ、大切に保管してください。 
参保証期間は、保証書をご質ください。 


本裝品の巧障、誤作動または不具合などにより、通話などのお 
会を適したために、お客様、または第兰者が受けられた損害に 
つきましては、当社は責任を負いかねますのであらかじめご 
了承 < ださい。 

巧障または修理によ D 、 お客樣が登録/設定した巧客びお 
を/変化ずる場合があ0まずので、大切な空話帳などは控え 
をとつておかれることをおすすめします。なお、巧障または修 
巧の障に本機に登録したデータ(空話植/画像/サウンドな 
ど)や設定した内宮が消失/変化した場合の損害につをまし 
ては、当社は責任を負いかねますのであらかじめご了をくだ 
さい。 

本磬品を分解/巧造すると、畢汲法にふれることびあります。 
また、改造された場合は修理をお引さ受けでをませんので、ご 
ミ主意 < ださい。 


アフターヴー ビスについて 


修理を依頼される場合、お問い合わせ先 ( P .58) または 
最害〇のソフトパンクショップへご相談<ださい。その 
際、でさるだけ詳しく異常の状態をお聞かせください。 
♦保詔期間中は保証書の記載の容に基づいて修理いた 
します。 

♦保証期間をの修理につさましては、修理により機能 
が維持でさる場合は、ご要望により有償修理いたし 
ます。 


アフターサービスについてご不明な点は、最寄りのソフトバ 
ンクショップまたはお問い合わは巧 ( P . 已 8) までご連絡くだ 
さい。 
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巧用が料 


20 1 K 本体 


使用箇所 

巧質/表面処理 

か装ヶース 

PA 筒脂(ガラス載維含有)/ PC 樹 
脂(ガラス线維含有) /マ クリル系 
UV 硬化塗禁の理 

電おカバー 

PC 筒脂/アクリル系 UV 硬化塗装 
処理 

ディスプレイ 

ガラス 

が部接続端モカバー 

PC 简脂(ガラス媒維含有）+エラ 
ストマ樹脂/アクリル系 UV 硬化 
塗装処理 

覃源キ ー/ 音量キ ー/ 

PC 筒脂(ガラス載維含有)/アク 

窜話キー/戻るキー/ 

ホームキ ー/ メニューキー/ 
メールキー 

U ル系 UV 硬化塗装処理 

カメラレンス/ライト/ 
赤外線ポートカバー 

アクリル樹脂 

ワンセグ巧アンテナ(先端部） 

PC 窗脂 

ワンセグ用アンテナ(金属部） 

SUS 

ネジ 

SUS 410 ( 表面の巧 PS )/ 
SWCH 16 A (鉄/ク□ムメ •ツキ） 


電池パック ( KYBAB 1) 


使用箇所 

巧質/表面処理 

列装 

PC 窗脂 

シール 

PET 

端子 

金メッキ 


AC アダプタ （ KYCAA 1) 

巧用箇所 

巧質/表面処理 

本体(外装） 

PC 窗脂 

ケープル 

TPE 剛旨 

プラグ 

ニッケルメッキ 
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お巧い合わせ巧一 


お困りのとをや、ご不明な点などございました5、お気 
軽に下記お問い合わせ窓□までご連絡ください。 


トバンクカスタマーヴポート 


総合案内 


:ソフトバンク携帯電話か百 1已7(無料） 

■ —艘電話か S 卷 )0800-919-01 已7 (無料） 


紛失•巧障受付 


:ソフトバンク携帯電話か6 113(瓶科） 

:—瞄電話か6 喷080 0- 白1白-0113(無料） 


IP 電話などでフリーコールに繫がらない場合は、恐れ入りま 
ずが下記の番号へおかけ < ださい。 


東日本地域 

0己己-380 -4380 (有料） 

東ミ毎地域 

052 -388-2002 (有料） 

関西地域 

0巨-7巨曰白-0180 (有料） 

中国•四国•九州•沖縄地域 

09己-巨 87-00 10 (有料） 


スマートフオンテクニカルサポートセンター 


スマートフオンの操作案巧はこち6 

ソフトパンク携帯電話か6 151(無料) 

-般電話か5 喷 0800-1700-151 撫料) 


ソフトバンクモバイル国際コールセンター 


ミ毎がか6のお問い合わせおよび盜難•紛失のご連絡 
+8 1-3 •已3已 1-3491 
馆料、ソフトパンク携帯電話か6は無料） 
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